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管理 3項目）、③健康状態の相対的な評価（2項目）、という 3点について各項目 5段階で回答を求めて
いる。また著者は症状、生活に着目した SF-8 、対象が重要視している点についての生活の満足度の 3
項目を含めて QOLと定義し、④がんに関連する症状に対する評価であり、「症状の強さ」と「症状による













また症状は、「症状の強さ」は平均 1.52、生活への支障も 1.30 であった。健康関連 QOL 尺度である
SF-8は、標準化された値で 8項目のうち身体機能は 48.17、日常役割機能は 49.22であった。生活の満
足度を測定する QLI評価は 19.94であった。 







 本研究の対象となった 50 歳代半ばの女性乳がん患者は、診断からの時間が経過していたためか、症














平成 30年 9月 28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
